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青年の愛着スタイルと対人態度の関係

RelationshipsbetweenAttachmentStyleandAttitude

toOthersinYouth
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エピソードからなる２０分程のスケジュールにしたがっ

て，被験児にとって見知らぬ成人女性（ストレンジャー）

と川籾がプレイルームに入ったり出ていったりし，その

''１１の被験児の行動が観察される。特に注意が向けられた

のは，母親と分離された場面と母親と再会した場面での

乳児の行動であった。

Ainsorthはこの観察結果をもとに，被験児を３群に

大きく分類している。Ａ群は回避・不安定型（以下，回

避型とする）で〆母親に自分から接近したり接触したり

しようとしないところに特徴がある。Ｂ群は正常・安定

型（以下，安定型とする）で，母親に自分から接近した

り接触し，接触を維持しようとするところに特徴があ

る。Ｃ群はアンピパレント・不安定型（以下，アンピパ

レントJMlとする）でⅢ熾親との接触を拒絶する一方で接

近・接触を求める様子も見せ，怒りの表出が多い点に特

徴がある。

AinsworthIよ'可時に，家庭での母子関係も観察し，

それぞれの群に特徴的な母親の行動を見出している。回

避型の乳児の母親は，非常に拒否的であり，堅い性格で

強ＩＩｉｌ的であった。安定型の乳児の母親は，肯定的で応答

序論

乳児と母親との関係についての研究は長年おこなわれ

てきたがりその中でもＢｏｗｌｂｙは，人間は生得的に人''１１

との接近や接触を求める傾向を持っていると考え，乳児

が母親との間に形成する絆を「愛着」という概念で捉え

た（Bowlby，1969,1973,1980)。愛着は誕生時には存在

せず，その後母親との交渉を重ねる中で徐々に獲得され

るものだと考えられた。特にＢｏｗｌｂｙは，愛着の挫得の

され方を研究するにおいて，母子分離が乳児におよぼす

影響を調べることの重要性を指摘したｃ

乳児の愛着を調べる方法の一つとして，Ainsworth

は，ストレンジシチュエーションと呼ばれる実験的な場

面を設定した（Ainsworth，Blebar，WaIers＆Wall，

1978)。そこでは，１歳児をプレイルームに入れ，８つの
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的であった。アンビパレント型の乳児の母親は，回避．

不安定型の乳児の母親ほど強制的ではないが正常・安定

型の乳児の母親ほど応答的でなく，肯定的な接触を一貫

して与えることができなかった。

Ainsworthによって操作的に明確に定義された標準

となる観察手続きがつくられ，そこでの観察にもとづい

た乳児の基本的な愛着行動スタイルが示されたことによ

り，共通の実験手続きから得られた研究間で比較可能な

データを用いて愛着を調べることが可能になった、

このように乳児の愛着行動の研究が盛んにおこなわれ

る一方でⅢ成人における愛着理論の適用にも関心が向Iナ

られてきた。Ｂｏｗｌｂｙ（1979）はこの点に関して，愛着理

論が子供についての窓でなく，成人とその人の愛着の対

象となっている人との関係にも適用できることを指摘し

ている。

愛着理論の成人への適用においては、成人用の面接に

よる愛着分類法や母親への面接から子供との愛着を調べ

る方法が生み出され，用いられている（Bretherton，

1992)。特に，母親の愛着スタイルと子供の愛着スタイル

の関係を調べることによって，世代間の愛着パターンの

伝達を調べようという研究は盛んになされてきた｡例え

ば，FonagMSteeleandSteele（1991）では，第一子出

産直前の女性にAdultAttachmelltlnterviewを実

施し，子供が１歳になった時点でストレンジシチュエー

ションを実施して，母親と子供の愛着スタイルを比較し

た。その結果，安定と不安定の２分類において７５％の

母親の愛着スタイルが子供の愛着スタイルを予測してい

たという結果を得ている。

日本においては，青年期の愛着研究はまだあまり見ら

れないが，詫摩ﾛ戸田（1988）は，成人用の愛着スタイ

ル尺度を作成し，青年の対人態度との関係を見ている。

彼らは愛着スタイル尺度を用いて被験者ごとに安定型得

点，アンピパレント型得点Ⅲ回避型得点を算出した。さ

らに，現在の母親と恋人に対するイメージにもとづいて

５７の形容詞を評定することで対人態度を測定し,愛着

スタイル得点と各形容詞の評定との相関を調べた。その

結果，安定型得点，アンピパレント型得点，回避型得点

すべてが多くの形容詞評定と有意な相関を持っているこ

とが示された。ここで作成された尺度は，被験者をどれ

か１つの型に類型するのではなく，各愛着スタイルの強

さをそれぞれ得点として表わすため，より柔軟な愛着の

解釈が可能であった。

彼らの研究では，対人態度を測る対象の一つとして恋

人が用いられたが，これは,恋人がもっとも強く愛着ス

タイルを反映する対象であろうと推測されたからであ

るｃしかし，被験者に現在恋人がいない場合も考えられ，

現在の具体的な対象としてとらえにくい可能性がある。

そこで本研究では,態度評定の対象を現在の母親と親友

とに設定し，追調査を実施した。

また，詫摩，戸円（1988）で用いられた愛着スタイル

尺度は，一般的な対人態度に関する被験者の自己評定に

もとづいて現在の安着スタイルを調べるものである。愛

着スタイル得点も対人態度もともに，同じ人が自分の対

人態度に関連する尺度を評定して得られた結果であるた

め，愛着スタイル以外の変数によって相関が高くなって

しまった可能性が否定できないＵそこで本研究では，被

験者の母親に，被験者の乳幼児期における母子関係を，

回顧的に評定してもらうことにより愛着スタイルを測定

し，対人態度との関係を調べた。これにより，青年の愛

着スタイルと対人態度との関連を再確認し，乳幼児期の

母子関係における愛着スタイルから，青年期の対人態度

を予測する可能性を探った。

方法

1）測定用具

本人評定による愛着スタイル尺度これは，詫摩，戸

川（1988）で作成されたものと同一の尺度である。尺度

には，自分の一般的な対人態度について述べた１８の項

目文が含まれている（例：「私はわりあいにたやすく人

と親しくなる方だと思う｡｣，「人は，本当はいやいやな

がら私と親しくしてくれているのではないかと思うこと

がある｡｣)。この項目文はⅢ安定型，アンビバレント型,

回避型のそれぞれの特徴を述べた文６つずつからなっ

ている。評定者は各項目文について，自分にあてはまる

度合を,「＋38非常にあてはまる｣，「＋2：かなりあては

まる｣，「＋18ややあてはまる｣，「o：どちらともいえな

い｣，「－１：ややあてはまらない｣，「－２：かなりあては

まらない｣，「－３：全くあてはまらない」の７件法で評

定する。

母親評定による愛情スタイル尺度母親の評定によって

子供の愛着スタイルを測定するために，まずAinswort11

U978）で記述されている，ストレンジシチュエーショ

ンでの乳児の行動から愛着スタイルを決定する際の行動

リストの中から，各愛着型を示す特徴を選びだし，評定

項目とした。その結果，表１に示すように，６つの場面

での２６の行動特徴が評定項目となった。評定者は，子

供がｏ～１歳のとき，各場面で子供の様子がどうであつ

)とかをlu1顧して，あてはまるものすべてにマルをつげる
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表１母親評定による愛着スタイル尺度の評定項目

3９

１．買い物や用事で子供から離れるとき

あなたの後をついてきた。（安定型）

泣いた。（アンビパレント型）

泣かなかった。（回避型）

Ⅱ、外出から帰って，子供のもとへ戻ったとき

あなたを避けた。（回避型）

あなたを無視した。（回避型）

あなたから顔をそむけた。（'１，１雌型）

あなたから離れた。（回避型）

泣くのをやめた。（安定型）

あなたに近づいた。（安定型）

あなたに抵抗した。（アンビパレソトiW1）

IIL子供と一緒に遊ぶとき

喜んであなたと遊んだ。（安定型）

あなたに抵抗した。（アンビパレソト型）

あなたと遊ぼうとするが，それは非常にあいまいであった。（アンピペレント型）

あなたを避けた。（回避型）

Ⅳ、子供を持ち上げたとき

持ち上げられることに折抵した。（アンピベレソト型）

他のものを見ていた。（回避型）

無関心であった。（回避型）

あなたにすがりついた。（安定剛）

Ｖ、子供を下ろそうとしたとき

下ろされることに激しく抵抗した。（安定型）

下ろされることに怒っているようで，あなたに抵抗した。（アンビパレント型）

身もだえした。（回避型）

無関心であった。（回避型）

Ⅵ、見知らぬ人に対して

友好的であった。（安定型）

怒った。（アソピパレソト型）

抵抗した。（アソピパレント型）

回避する傾向があった。（回避型）

注）（）内は，文に対応する愛着型を示す．

という方法で評定した。

現在の母親に対するイメージ評定尺度この尺度は，詫

摩，戸'１１（1988）で用いられた尺度と同一のものであっ

たｃ５７個の各形容詞が，現在の母親に対するイメージに

どれくらいあてはまるかを，「＋２：あてはまる｣，「＋’：

少しあてはまる｣，「0：どちらともいえない｣，「－１：少

しあてはまらない｣，「－２：あてはまらない」の中から選

ぶという５件法で評定された。

親友に対するイメージ評定尺度この尺度は，現在の親

友に対するイメージを評定する点以外は，現在の母親に

対するイメージ評定尺度と同一のものであった。

2）被験者

被験者は，慶應義塾大学で７つの心理学関連の講義の

いずれかを受講している大学生３４４名（男子１４２名，

女子２０２名）であった。このうち，４つの講義受識者124

名（男子２９名，女子９５名）については，母親評定に

よる愛着スタイル尺度を実施した。

3）調査期間

被験者本人による評定尺度記入は１９９３年９月２４

１１～１１月２日の間におこなわれた。母親による評定は，

1903年１０月１５日～１２月１０日の間におこなわれた。

4）調査手続

披験者本人による評定尺度は，本人評定による愛着ス

タイル尺度，現在の母親に対するイメージ評定尺度，親

友に対するイメージ評定尺度の順に－冊の質Ⅱ{]紙にまと

められ，術義中に紀布，記入，回収がおこなわれた。記

人法の教示は，質問紙に記載するとともに口頭でも提示

された。

母親評定による愛着スタイル尺度用紙は，他の尺度と

一緒に配布し，被験者本人から母親に渡してもらった。
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回収はその次の講義の時間におこなった。また，自宅通

学ではない被験者については，調査期間中に自宅に帰る

者についてのみ実施し，回収は郵送でおこなった。

結果

1）得点化の方法

本人評定による愛着スタイルここでは，７Ⅱ鞍の選択

肢の数値を，その項目文のあてはまりの樫1災を表わす間

隔尺度の値として考え，点数としてそのまま用いた。そ

して，３つの愛着型に対応する各６項目の値を合計し，

それぞれ安定型得点，アンビパレント型得点，回避型得

点としたｃ各得点がとりうる範囲は，-18～＋１８であ

る。

母親評定による愛着スタイル表１に示されているＩ～

ＶＩの各場面ごとに点数化をおこなった。その場|｢｢iの項

目の中で，１つの愛着型の項目にのjZAマルがついている

場合はその愛着型を１点で他の型をｏ点とし，複数の愛

着型の項目にわたってマルがついている場合はすべての

愛着型を０点とした。得点はｏか１で，その場面の中で

同じ愛着型の項目が複数選ばれている場合にも１点だけ

が与えられた。

そして，６つの場面を通して各愛肴型の点数を合計し，

それをそれぞれ，安定型得点，アンビペレント型得点，

回避型得点とした。得点のとりうる範朋は，Ｏ～６点であ

るｃ

現在の母親に対する態度ここては，イメージ評定尺度

ＩＤ各形容詞について，５つの選択肢の数値を，その形容

詞のあてはまりの程度を表わす間隔尺度の値として考

え，選ばれた選択肢の値をそのまま形容詞↑(}L点とした。

親友に対する態度ここでも現在の母親に対する態度と

同様に，選ばれた選択肢の値をそのまま形容詞得点とし

たｃ

２）本人評定による愛着スタイルと対人態度の関係

被験者数３４４名の内，回答が不完全な被験者を除いた

3()５名（ｿ)'125名，女子１８０名）の'１１１答が分析され

た`,被験調の年齢範ＭＩＩは１８～２６歳，』|止均ｲ12齢19.2歳で

あつれ親友がいないと答えた被験脅}よ，５名（男子３

名，女子２名）であった。

現在の母親に対するイメージの各形容詞得点と各愛着

型得点の相関のうち，有意な値（ｐ＜05）だけを示した

のが表２である。半分以上の相関がｲﾌﾞ意となっており，

５７の形容詞得点のうち，３つの愛着型得点のいずれとも

表２現在の母親に対するイメージの形容詞得点と本人評定による愛着型得点との相関

＊ｐ<､０５＊＊ｐ<､0１＊*＊ｐ<､001

形雰3,j］

番椅邸

審岸園 ｱﾝﾋﾞﾊ゛ﾚﾝﾄﾗﾙﾘ 回僻)liU 形容詞

番蒜麺

1遅市麺 ｱﾝﾋﾟﾊ゛ﾚﾝﾄ靭 同僻靭

優しい ､１７８＊＊ -.139＊ 冷たい -．１５７＊＊ 、１２８＊ ､２１７＊*＊

うるさい ＊ 不安な －．１７７鉢 ､２５７わ仁木 ’１５２＊＊

霧情深い ､１８７＊＊ -.132 一貫した ,134＊ -.127＊

丁寧な ､１６７＊＊ 理解のある 、１５９＊＊

干渉的な 暖かい ､２３２，凶回仁 -.225＊悴

上品な .１７８＊＊ il〔な 、１３０＊

押し付けが求しい ､１９０＊*＊ 正 、〆い 、１８６＊＊ －．119＊＊

明Jｉ >い ､182＊＊ -.1fI8＊*＊ －．１１７＊ 枇〕 ４１I的な 、１３５＊

世；:好きな ､１３９＊ あてにならない -.150＊＊ 157＊＊ 、１３０＊

t的な ､115＊ 冷淡な -.１８８＊*＊ 205＊*＊ ､２０７＊*＊

-べき ､２２０＊*＊ －．１８７＊＊ 安全士 ､１８５＊＊ 123＊ －．１５１＊＊

ユーモアのある ､２３４＊*＊ -.］３７＊ －．２１３＊*＊ 頼りになる 、１９７＊*＊ 152＊＊ -.187＊＊

人の良い ､１７５＊＊ 疑い深い 206＊*＊

信頼できる .２０５＊*＊ －．169＊＊ -.181＊＊Ｉ敏感な 、１４３＊

不幸な -.250＊洲｡供 ､116＊ 、１７９＊＊ 公正な ､２４２＊*＊ －．１６７＊＊

硬い ､１４１＊ 嚥竪件の聾かた ､２８１＊*＊

責任感のある ､１７１＊＊ 落ち着いた ､２２２＊*＊ －．１２８＊

嫉妬深い －．１３９＊ ､２２７＊*＊ ､１６６＊＊ 矛盾した 、１７３＊＊

,思いやりのある ､２３４＊*＊ －．１８９＊*＊ 気まぐれな 142＊

鈍感な -.265＊*＊ のろまな -.185＊＊ ､１５９＊＊

弱々しい ,１５６＊＊ 無責任な －２１４＊*＊ ､１７２＊＊ ､１６０＊＊

無間心友 －`１８２＊＊ ,１３８＊ 、169＊＊ 不安定な -.256＊*＊ ､２６９＊*＊ ､１９２＊*＊

受け入れて<オしる 237＊*＊ -1157＊＊ -.218＊*＊ 厳格な

不公』lzな １３３＊ ､１５８＊＊ 152＊＊ 暗い -,236＊*＊ 、１７９＊＊

好ましい ２１１＊*＊ 195＊*＊ 愛想の良い ､１６２＊＊

尊敬できる 248＊*＊ 130＊ 柔軟な `２４４＊稗 -.１３４＊

拒否的な １２８＊ ､１５７＊＊ 170＊＊ 安心できる ､２２６＊*＊ -.195＊*＊

強い 163＊＊ 感情的な ､１４１＊

な的知 １７７＊＊ －．１５４＊＊
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ジの形容詞得点と本人評定による愛着型得点との相関表３親友に対するイメ

壷

【
＊ｐ<､0５ *＊ｐ<､0１ **＊ｐ<､００１

'三
表４現Z在の母親に対するイメージの形容詞得点と母親評定

薑

形容詞

舜着niU

寿岸理 ｱﾝﾋﾞﾊﾟﾚﾝﾄ西ソ 回避 形容詞

霧着靭

護岸麹 ｱンピバレント 回辮剛

優しい ､２１６＊*＊ －．２７７＊*＊ 冷たい -.200＊*＊ ､１８９＊*＊ ､２２４＊*＊

うるさい ､１３９＊ ‘１３４＊ 不安な －．２０１＊*＊ ､２２５＊*＊ ､２７７＊*＊

愛情深い ､２５７＊*＊ -.134＊ -.180＊＊ 一貫した

｢寧な 、１２６＊ －．１３１＊ 理解のある .２７２＊*＊ -.123＊ -,204＊*＊

干渉的な 、１８３１．Ｆ 暖かい ､３２０＊*＊ -.127＊ －．３１３＊*＊

上品な 過敏な
押し付けがましい ､１９２＊*＊ ､２４０＊*＊ 正しい ､１６５＊＊ -.113＊ -.220＊*＊

明るい ､３３５＊*＊ 257＊*＊ 批判的な －．２３４＊＊ ､１８９＊*＊ 291＊*＊

世話好きだ ､１５２＊＊ 125＊ あてにならない －．１５１＊＊ ､１９８＊*＊ 208＊*＊

要求的な ､１７７＊＊ 117＊ 冷淡な -.179＊＊ ､１６３＊＊ 341＊*＊

轡すべ去 ､２７２＊*＊ 236＊*＊ 委今だ ､２２９＊*＊ 212＊*＊

ユーモアのある 289＊*＊ １６５＊＊ 頼りになる ､２１８＊*＊ 217＊*＊

人の良い 233＊*＊ －．１２４＊ 239＊*＊ 疑い深い －１４４＊ .１８８＊*＊ 237＊*＊

信頼できる 231＊*＊ －．１２８＊ 165＊＊ 敏感な

不幸な １３０＊ ､１３２＊ 256＊*＊ 〃ＬＴか ､１８０＊＊ -.129＊ －．２３３＊*＊

硬い 120＊ 250＊*＊ 感受性の豊かな 』２１９＊*＊ －．１８３＊＊

責任感のある 120＊ －１３０＊ １６４＊＊ 鐘お砦いた

嫉妬深い ,１１２＊ 139＊ 矛盾した ､１７２＊＊ －２４２＊*＊

思いやりのある ､２４７＊*＊ -.128＊ 211＊*＊ 気まぐれな ､１７４＊＊ １６１＊＊

鈍感左 115＊ のろまな １１７＊

弱々しい －．１３８＊ `１６１＊＊ 170＊＊ 無責任左 ､１９２＊*＊ １５７＊＊

無関心な 237＊*＊ ､１９１＊*＊ 257＊*＊ 不 安定な －．１７３＊＊ －２５２＊*＊ 235＊*＊

号け入茄・てぐオ1,蚤 285＊*＊ 278＊*＊ 洛な １４６＊

不公平な １８５＊＊ 243＊*＊ 暗い -.２３５＊*＊ ､１３６＊ 273＊*＊

好ましい 291＊*＊ 284＊*＊ 愛想の良い ､２２６＊*＊ 127＊

尊敬できる １４８＊＊ 225＊*＊ 柔軟な ､２２９＊*＊ 248＊*＊

桁蒸的な １８３＊＊ ２５１＊*＊ 安心できる ２５４＊*＊ －．１２１＊ 260＊*＊

強い 感情的な ､１２１＊

知的な

彩寒調

薄着麺

妄岸靭 ｱﾝﾋﾞﾊ･ﾚﾝﾄ剤 回避型 形容詞

鐸着靭

姿庁靭 ｱﾝﾋﾟﾊ゛ﾚﾝﾄ麺 回藤型

優しい 冷たい -.270＊ ､２５１＊

うるさい ､２３５＊ 不安な －．２３３＊ ､２３１＊

愛情深い 一貫した

丁寧な 理解のある

干渉的な 暖かい

上品な 過敏な

押し付けがましい 正しい

明るい ､３７９＊*＊ 批判的な

世：舌好きな ､３０１＊＊ あてにならない
t的な ､２８０＊ 冷淡な －．２７７＊ ､２５４＊

-べき 安全な

ユーモアのある 頼りになる ､２８９＊

人の良い 疑い深い

信頼できる 敏感な
不幸な -.258＊ 公正な

硬い 感受性の豊かな ､２４８＊

責任悪のある 落ち藩いた

嫉妬 架い 矛盾’十

,思いやりのある 気まぐれな
鈍感な のろまな

弱々しい 無責任な
無関心な 不密岸な

受け入れてくれる 厳格な

不公平な ､２３９＊ 暗い －．２４４＊

好ましい 愛想の良い
尊敬できる 柔軟な －２６５＊
棺蚕:n勺だ -.236＊ 安心できる ､３３６＊＊

強い 感情的な

知的な
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蔭
相関が有意でないのは，「うるさい｣,「干渉的な｣，「厳格

な」の３つの柔であったｃまた，有意な相関について見

た場合，炎定型得点の相関と他の２つの愛,iiimi()点の相

関係数の符号が必ず逆になっており，アソビペレント型

と回避型の}'１側係数の符号が必ず同じであることがわか

る。

表２と同様にして，親友に対するイメージの形容詞得

点と愛着型得点の関係が表３に示されている。ここでも

半分以上のｲ'1関がｲ｢意であった。どの愛着↑()点とも有意

な相関がなかった形容詞は，「上ﾑﾉ,な｣，「強い｣，「知的

な_'，「一環した｣，「敏感な｣，「落ち着いた」の６つであ

った。安定型i\点の相関係数とアンビパレソト型得点，

回避型得点の相関係数はここでも必ず符９が逆になって

いた。

現在の雌親に対するイメージでのll11Hlと親友に対する

イメージでのｲ[}関とを比較すると，相１１mの,I1ljい簡所はあ

る程度一致しており，相関係数の符易が逆になっている

箇所がないことがわかる。

3）母親評定による愛若スタイルと対人態度の関係

母親による評定用紙を配布した１２４名のうち，未回収

と不完全な回答を除いた７４名の回答か分析された。母

よい８歳であっ

容詞得点と各愛着

たけを示した

人評定Iこよる愛箭型スタイルの場合

回避型得

点と1J意なＨ１関のある形容詞はまったくない。しかし

｢明るい｣，「１１k話好きな｣，「安心できる」のように，安定

型得Ⅲ仁のﾄl1BLlが高い形容詞も存在した。

表４と'１１嫌にして，親友に対するイメージの形容詞得

点と愛iriiiU得ﾉA(の関係が表５に示されている。ここでも

本人iili定による愛着スタイルの場合と比べると，有意な

相関のある箇所は少なかったが，lnl避型ｉ１ｌ点と有意な相

関のある形容詞は４つあった。一刀，アンピバレント型

得ﾉ１Aとｲｲ愈な'1Ⅱ剛のある形容詞は見られなかったＣｌ不

安な｣，「矛|問した」と安定型得点，lLl1避型得点の相関は

どれも，＜,Ｃｌで行意であった。

現在の肚親に対するイメージでのｲlllRlと親友に対する

イメージでの相関とを比較してみると，現在の母親に対

するイメージでの方が有意な相関が多く見られる。ま

た，ともに｜Ⅱ関が有意な箇所は「不安な」と安定型得点

形容詞

謡缶琿Ｉ

委壼麺 カビハ･ﾚﾝﾄ剛 回蘇型 形容閥

3爵着湿』

容壼麺 万ビハ･I/:ﾉﾄ理」 同習息題ノ

優しい 冷たい

うるさい 不妻だ -.377飼坤 ､３０９鉢

愛情深い －甘した

丁車な 理解のある

干渉的左 暖かい

上品な -.243＊ 過敏な

押し付けがましい 正し い

明るい 豹な
HIP薦岼弐だ あて こならない

要求的な 冷淡な
謡ナペ会 安全な

ユーモアのある Ｉ頼りになる

人の良い Ｉ疑い深い

信頼できる Ｉ敏感な
不幸な 公正な 、２４６＊

硬い 感曼性のＢかな

責任感のある 落ち着いた

嫉妬深い 矛盾した －．３１０中仁 ､３１６＊＊

思いやりのある 気まぐれな

鈍感な のろまな -.236＊

弱々しい 無責任な

無関心な 不安定な

受け入れてくれる 厳格な

不公平だ 暗い

好ましい 愛想の良い

尊敬できる 柔軟な
指齊､hか 妻｡心で去る

強い 感情的な ､２７４＊

知的な
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考えられるのは！まず，本来は対人1蝋１通と愛満スタイル

の関係のしかたは態度を測る対象によって異なっている

のだが，本人１１V定では先に指摘したような評定法の類似

による愛irill外の変数の効果が強いために，その差異が

Ⅱ立たなかったのではないかという''1能性である。しか

し一方，ここでの愛着スタイルは母親による母子関係の

評定をもとにしているので，母親に対するイメージにお

いてのjZA独１１$の関係性を示したということも考えられ

る。

本人評定による痩着型iIL1liと)ﾘ親Ｉｉ１ｉ定による喚埼lli1得

ﾉljlとの間に+１１側'19係がないことについては，一ﾉjが現在

の愛蔚スタイルを測定しているのに対し，一方が乳児期

の硬箭スタイルを測定しているために，乳児'０１から現在

までに愛箭スタイル自体が変化したためではないかと考

えられる。また，IIj尺度ともストレンジシチュエーショ

ンでの愛朴ﾉﾘ1分頬に対応した得点を柳:|Ⅱしようとしてい

るが，’に際にｌ５ｋｌ１ｉＩｉ昔の愛筋型得点がyIlなる愛iri特性を表

わしている可能性もある．

本研究で川いた母親評定による愛グトスタイル尺度につ

いては,方法iiii上いくつかの問題点が挙げられる。まず，

１Ｊ顧法を用いているため，母親が本当に子供の乳児期の

行jMlについて,;WＩ定しているかが明確でない点が挙げられ

る。次に，ｉ\点化の方法が適切かどうかの保証がなく，

特にi１１k点をll1111Wi尺度として扱うことには疑'１１１がある。歴

後ばⅢ算|Uされた各愛情型得点がⅢ本当に安定型，アン

ピベレントハリ，回避型の傾向を反映しているかどうかが

確かめられていない点である。もしこうした問題点が解

決さｵ'てIl2lIHi法による愛情スタイル尺度が砿立されれ

ば，愛埼研究におけるｲi効な用具となるはずである。

,Ｄ組象合わせだけであり，ｉＩＷ淵が愛簡型側`ﾉ,１AとUM迷する

部分が異なることを示している。

'）本人評定による愛着スタイルと母親評定による愛潜

スタイルとの関係

母親による評定をおこなった被験者について，本人評

定による愛勝型iIl点と}砒親評定による愛折型得点との柑

関をみると，友定剛で(よノー-.022リアンビパレントル1

ではノー､075,1,11避型ではｒ－(177であり，p＜､０５でｲ『

意なしのはなかった」

考察

現在親友がいない被験者が５名と少なかったことは，

対人態度を測る際の対象として規友が通りjであることを

示している。

本人評定による愛着スタイルと対人態度との関係で

は，愛7ililiWAと形沸詞i(}/|【のｲ丁意な'1Ⅲ１１が多数Ｉ池れ

に心また，」ＵＭ;の1u親に対するイメージにおいてもｉＭｋ

に対するイメージにおいても相関のしかたiこ大きな遼拠

はなかった。これは先行研究の結果と一致しており，こ

の尺度による愛iiiスタイルと対人態度との密接な関係が

安定していることが確かめられた。しかし，評定者が同

じであること，｜IIIj力とも対人関係に関連する評定にもと

づいていることを者蝋すると，ここでの紬1M:が愛蔚とは

関係のない変数の効果}こよってもたらされたものである

可能性は依然として残っている。

安定ｌｌＷｌｈｌＸと他の２つの愛蔚型得点とで対人態度との

相関の方向が反対であったことは，この尺度での愛鋳型

の分類が安定，イ<安定の２種類であっても，Ｉ１ｉｊ様の結果

がある懸度｛よi1)られるであろうことを示唆していると吟

えられる。

母親評定による愛着スタイルと対人態幽との関係で

は，本人評定の｣jui今に比べ，イブ怠な相関のある形容洞と

愛着型の組み合わせが少なかった。そｌ'でも，その数は

偶然にｉｊ意な値が出現する期待度数よりもずっと多く，

この尺度から'1}された愛着スタイルと対人態度とのｌ１ｌｌに

何らかの関係性が存在することは示されている。愛埼ス

タイル尺度と対人態度尺度で，評定者が典なり，しかも

評定している対象が「現在の仙台に対するイメージ」と

｢過去の子供の行1肋特徴」という全く異なるものである

ことを考慮すると，この２つの問に関連が見られたとい

うことは，注||に値することである。

本人評定の場合と異なり，峰親評定で}よ，現在のlIj親

に対するイメージと親友に対するイメージとで，愛蒲型

得点と相関する形容詞が異なっていた。この親切として
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